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1GB、ボイスレコーディング
機能搭載のMP3プレーヤー  

進化し続けるデジタルオー
ディオプレーヤー  

 

 
例：（ジャンルで）ノートPC/（型
番で）EXILIM EX-Z3など 
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っぽいかもしれない  
“体を乗っ取るリモコン”から“こびとさん”まで――i-tokyo 
2005 (4/5) 
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 筑波大学大学院scope＋中村正宏チームの作品。 

 マシンから、中に煙の入ったシャボン玉が吐き出されてくる。このシャ
ボン玉をはじくと、煙がもわって広がるとともに、そこに映像が表示され
たり、短いジングルが流れたりするっていうもの。シャボン玉っていうのも
VRと相性のいいアイテムだけど、その中でも直接的で美しい。でも、写
真にはうまく写らなかった。ごめん。 

ゴ×××バスターズ？ 「INVISIBLE ～影を追う者～」 

 奈良先端科学技術大学院大学Team Shadowの作品。 

 部屋の中に現れた目には見えないゴブリンをバスターしようというゲー
ム。2人1組で、1人はゴブリンを映し出すライトを構える。これで床を照ら
すと、目には見えないゴブリンの影を見ることができるのだ。 

 
ゴブリンの影だけ見える 

 影を発見したらもう1人の出番だ。背中にしょった掃除機のノズルをそ
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［国内記事］ フォーカル、カ
ジュアルなiPod shuffle用
ネオプレーンケース 
［8/30］  

［国内記事］ グリーンハウ
ス、iPod Shuffleに対応し
たアンプ内蔵スピーカーユ
ニット ［8/30］  

［国内記事］ “ボーズへの
入り口”――「BOSE ショー
ケースストア 秋葉原」を見
てきた ［8/30］  

［海外記事］ ［WSJ］ 
Apple、iTunes携帯販売
でCingularと契約 ［8/30］  

［海外記事］ P2P主力は
BitTorrentからeDonkey
へ----ユーザー数は減らず 
［8/30］  

［海外記事］ 超大型ハリケ
ーン「カトリーナ」の上陸で
長距離、携帯の通話が不
通に ［8/30］  

［国内記事］ トリワークス、
「D50」、「*ist DL」のデジ
ブック追加 ［8/30］  

［国内記事］ iPodにジャス

今週の年収査定ランキング 
2位 36歳・
男性◆1020
万円
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の企画・マ
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派遣：毎日更新 
COBOL│
都内勤務│
月収40万以
上│経験者
優遇！

の影に当ててボタンを押す。と、ゴブリンがぐるぐると暴れながら吸い込
まれていく。このときノズルをずるずると吸い込まれる感覚（10個のソレノ
イドモーターを順にうごかしているのだそうだ）と、吸い込まれたあと背中
で暴れている感覚が見事だ。昔、流行った映画を思い出してしまう。 

 「見えない」ゴブリンを見せるためには、昔だったらヘッドマウンテッドデ
ィスプレイでもつかったことだろう。それを「ライト」というものに置き換え
たあたりもいい。 

モノの心を聴く「聴心器」 

 電気通信大学 草もちチームの作品。 

 
聴心器をいろいろなものにあててみると？ 

 この世にあるいろいろなものにはみんな心があります。そのものたち
の心の音を聞いてみましょうというコンセプト。聴診器に模したヘッドホン
を耳にかける（耳掛け型のヘッドホンだったけど、ここは、インナーイヤー
がたのほうがそれっぽかったぞ）。 

 そして、聴心器のセンサーを、たとえば紅茶の缶にあてると、「カン、カ
ン、カン……」と拍動がきこえるのだ。コルクボードだと「コン、コン、コン」
というような柔らかい拍動だ。別に用意された指先手袋でこすってあげ
ると、拍動が早くなったりする。どきどきするのかな。 

 実は、センサーには小さな突起があって、ものに当てたときにそれでそ
のものをはじくようになっている。そのときの音を拍動として繰り返すわ
けだ。これだけ。これだけなんだけど、とっても楽しい。いろんなものに
「聴心器」をあててしまう。ちなみに人間に当てたら、「ぐに、ぐに、ぐに」
みたいな音だった。 

 さて、最後にもういちどi-tokyoの作品から。一番お気に入りなので、最
後にとっておいたのだ。 

かわいいこびとさん「Kobito -Virtual Brownies-」 
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